
            

去
る
２
月
３
日
、
公
立
刈
田
綜
合
病

院
１
市
２
町
組
合
臨
時
議
会
の
冒
頭
、

山
田
管
理
者
は
小
関
町
長
か
ら
「
１
市

２
町
組
合
を
円
満
に
解
散
し
た
の
ち

市
営
病
院
と
し
て
経
営
で
き
る
の
か
」

と
し
た
案
を
引
用
し
、
専
決
処
分
を
撤 

   

平
成
30
年
に
病
院
組
合
を
構
成
す

る
白
石
市
が
財
政
事
情
を
理
由
に
負

担
金
を
６
億
円
ほ
ど
削
減
。 

小
関
町
長
は
負
担
金
の
削
減
は
病

院
経
営
や
医
療
提
供
を
妨
げ
1
市
2

町
の
組
合
規
約
に
も
違
反
す
る
と
強

く
言
及
し
ま
し
た
が
、
翌
年
に
も
さ
ら

に
約
4
億
円
を
削
減
し
、
結
果
と
し

て
診
療
科
の
縮
小
や
資
金
借
り
入
れ 

 

       

回
し
て
組
合
を
解
散
す
る
こ
と
を
合

意
し
た
と
発
言
。
し
か
し
、
こ
の
度
の

専
決
処
分
に
は
客
観
的
な
理
由
が
な

く
判
例
か
ら
も
違
法
性
が
強
い
た
め
、

各
関
係
機
関
や
市
民
団
体
な
ど
に
対

す
る
処
分
撤
回
の
言
い
訳
と
し
た
疑

念
が
残
り
、
結
果
と
し
て
臨
時
議
会
で

の
質
疑
が
な
く
専
決
処
分
の
明
確
な

理
由
は
言
及
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

   

の
運
営
要
因
と
な
り
ま
し
た
。 

宮
城
県
は
東
北
大
学
を
中
心
に
地

域
医
療
連
携
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、
公
立

刈
田
綜
合
病
院
と
み
や
ぎ
県
南
中
核

病
院
と
の
地
域
医
療
連
携
を
国
の
重

点
支
援
区
域
に
要
望
し
、
令
和
2
年

1
月
に
全
国
で
５
か
所
の
重
点
支
援

区
域
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

令
和
2
年
3
月
に
山
田
管
理
者
か

ら
公
設
民
営
化
案
が
示
さ
れ
た
が
、
副

管
理
者
の
村
上
蔵
王
町
長
と
小
関
七

ヶ
宿
町
長
は
、
国
や
県
、
大
学
病
院
と

の
関
係
を
重
視
し
た
公
設
公
営
に
よ

る
地
域
医
療
連
携
を
一
貫
し
て
主
張
。

そ
の
間
、
国
の
重
点
支
援
区
域
指
定
を

受
け
る
た
め
、
刈
田
綜
合
病
院
の
大
橋 

   

翌
4
月
中
旬
に
山
田
管
理
者
と
戸

谷
事
務
部
長
か
ら
令
和
２
年
9
月
末

に
は
病
院
の
資
金
繰
り
が
出
来
な
く

な
る
経
営
状
況
や
白
石
市
の
財
政
状

況
か
ら
早
急
に
公
設
民
営
化
を
進
め

た
い
と
の
説
明
を
受
け
、
3
月
末
に

重
点
支
援
区
域
指
定
を
前
提
に
6
億

円
を
貸
し
付
け
し
、
ひ
と
月
も
経
過
し

な
い
中
で
民
営
化
の
説
明
は
あ
ま
り

に
も
唐
突
で
あ
り
、
資
金
繰
り
の
予
測

は
３
月
の
時
点
で
既
に
で
き
た
は
ず

と
の
不
信
か
ら
、
病
院
運
営
に
つ
い
て

は
正
副
管
理
者
の
同
意
の
も
と
小
関

町
長
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、
町
民
の
声

を
聴
き
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
と

強
く
議
会
の
意
を
表
し
ま
し
た
。 

 

院
長
と
戸
谷
事
務
部
長
（
管
理
者
が
任

用
し
た
民
間
の
コ
ン
サ
ル
会
社
職
員
）

か
ら
6
億
円
の
超
過
債
務
を
返
済
す

る
資
金
借
り
入
れ
の
要
望
が
あ
り
、
議

会
は
七
ヶ
宿
町
負
担
８
８
０
０
万
円

の
貸
し
付
け
を
議
決
承
認
し
、
国
の
重

点
支
援
区
域
と
し
て
公
設
公
営
に
よ

る
地
域
医
療
連
携
が
進
め
ら
れ
る
と

認
識
し
て
い
ま
し
た
。 

   

昨
年
12
月
の
組
合
議
会
で
議
員
提

案
の
条
例
改
正
案
が
否
決
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
1
月
に
突
然
、
副
管
理

者
の
合
意
な
し
で
民
営
化
で
き
る
条

例
改
正
を
専
決
処
分
す
る
な
ど
独
断

的
な
管
理
者
の
言
動
に
、
宮
城
県
や
各

関
係
機
関
な
ど
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
病

院
経
営
を
図
る
の
か
疑
問
が
相
次
ぎ
、

山
田
管
理
者
は
「
公
設
民
営
化
は
選
択

肢
の
ひ
と
つ
」
と
明
言
を
濁
す
な
ど
、

地
域
医
療
連
携
や
財
政
負
担
、
民
営
化

後
の
病
院
組
織
や
診
療
体
制
な
ど
、
具

体
的
な
構
想
が
現
在
も
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。 

 

裏
面
に
続
く 

し
ち
か
し
ゅ
く

議
会
だ
よ
り 

臨  時 
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専
決
処
分
撤
回
の
言
い
訳 

専
決
処
分
の
理
由
は
不
明 

一
部
組
合
団
体
の
負
担
金
等
の
削
減
が
要
因 

公
設
公
営
の
連
携
と
認
識 

管
理
者
の
説
明
に
不
信 

示
さ
れ
な
い
具
体
的
構
想 

臨
時
議
会
の
冒
頭 

突
然
の
解
散
発
言 



  
公
立
刈
田
綜
合
病
院
は
明
治
15
年

に
現
在
の
東
北
大
学
病
院
の
白
石
分

院
と
し
て
開
設
さ
れ
、
明
治
23
年
に

白
石
町
外
10
ヶ
村
（
白
石
町
、
円
田
村
、

白
川
村
、
宮
村
、
福
岡
村
、
大
平
村
、

大
鷹
沢
村
、
斎
川
村
、
越
河
村
、
小
原

村
、
七
ヶ
宿
村
）
組
合
の
公
立
病
院
と

し
て
設
立
。
そ
の
後
、
昭
和
24
年
に
公

立
刈
田
綜
合
病
院
と
し
て
発
足
し
、
昭 

   

山
田
管
理
者
の
言
動
を
踏
ま
え
、
現

在
、
入
院
や
通
院
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

の
医
療
体
制
の
継
続
問
題
や
、
よ
り
高

度
な
医
療
機
関(

大
学
病
院)

と
の
連

携
。
ま
た
、
勤
務
職
員
の
処
遇
や
1
市

2
町
の
負
債
額
（
令
和
3
年
3
月
末

で
約
１
１
０
億
円
）
へ
の
対
応
。
更
に

は
民
営
化
後
に
想
定
さ
れ
る
病
院
経 

   

町
民
の
生
命
と
健
康
を
最
大
限
に

守
る
た
め
、
国
や
県
、
大
学
病
院
な
ど

高
度
な
医
療
技
術
を
持
つ
機
関
と
の

連
携
や
調
整
、
医
療
機
関
へ
の
移
動
手 

 

和
32
年
（
七
ヶ
宿
町
制
施
行
）
か
ら
は

白
石
市
外
２
町
組
合
で
運
営
。 

刈
田
病
院
は
国
か
ら
の
交
付
税
を

含
む
、
補
助
金
、
負
担
金
、
出
資
金
な

ど
に
病
院
診
療
な
ど
の
収
益
を
加
え
、

住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
っ
て
き
た

公
立
病
院
な
の
で
、
初
期
診
療
を
目
的

と
し
た
国
保
診
療
所
を
運
営
す
る
七

ヶ
宿
町
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
綜
合

病
院
の
ひ
と
つ
で
す
。 

  

営
へ
の
懸
念
な
ど
。
住
民
主
体
の
地
域

医
療
体
制
に
つ
い
て
蔵
王
町
議
会
や

白
石
市
議
会
な
ど
と
話
し
合
い
、
七
ヶ

宿
町
議
会
、
蔵
王
町
議
会
、
白
石
市
議

会
（
一
部
）
議
員
は
、
国
や
県
、
大
学

病
院
と
の
関
係
を
維
持
し
た
地
域
医

療
連
携
に
よ
る
公
設
公
営
の
運
営
が

最
も
望
ま
し
い
医
療
体
制
と
の
認
識

で
合
意
し
ま
し
た
。 

  

段
の
確
保
や
運
営
な
ど
、
町
民
と
の
会

話
（
広
聴
）
を
通
し
て
十
分
な
調
査
と

議
論
を
尽
く
し
、
1
日
も
早
い
地
域

医
療
体
制
の
再
構
築
に
努
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                             

                             

住
民
に
不
可
欠
な
綜
合
病
院 

議
会
独
自
の
調
査
と
合
意 

町
・
議
会
へ
の
課
題
と
使
命 
【公立刈田綜合病院運営に関連する七ヶ宿町議会の動き】 

令和 2年 3 月 10 日 公立刈田綜合病院の「重点支援区域」指定について 

令和 2年 3 月 10 日 1 市 2 町組合への貸付金について（大橋病院長からの説明） 

令和 2年 3 月 25 日 公立刈田綜合病院への貸し付け実施について（８,８００万円貸付）

令和 2年 4 月 21 日 公立刈田綜合病院の民営化について（山田管理者からの説明） 

令和 2年 7 月 ６日 地域医療連携プランについて 

令和 2年  7 月 12 日 「みやぎ県南中核病院との連携に関する説明会」（国・県） 

令和 2年 11 月 ６日 公立刈田綜合病院の運営（地域医療の在り方）について 

令和 2年 11 月 13 日 地域医療の在り方について（七ヶ宿町議会 4名、蔵王町議会 3名）

令和 2年 11 月 17 日 公立刈田綜合病院の運営（地域医療の在り方）について 

令和 2年 12 月 11 日 1 市 2 町組合議会定例会の審議（議員発議）案件について 

令和 2年 12 月 14 日 公立刈田綜合病院の経営内容について（七ヶ宿町議会２名、白石市議会 1名）

令和 3年 1 月 7 日 1 市 2 町組合議会定例会の審議内容について 

令和 3年 1 月 18 日 1 市 2 町組合条例の一部改正（公設民営化）の専決処分について 

令和 3年 1 月 18 日 山田管理者の専決処分について（七ヶ宿町議会 3名、白石市議会 3名）

令和 3年 2 月 12 日 公立刈田綜合病院 1市 2町組合解散の件について 

3 月定例会（予定）のお知らせ 
3 月 2 日（火）議案説明（予算・補正・条例等） 3 月 8 日（月）予算特別委員会 

3 月 4 日（木）一般質問・条例等採決  3 月 9 日（火）予算特別委員会 

3 月 5 日（金）補正採決・総括質疑  3 月 11 日（木）予算等採決 


